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1 9 8 0 年代 以 降 「持 続可 能 性」「 持 続可 能な 開 発 」の 概 念 に注 目 し てき た 国 際社
会は 、 1 9 9 0 年 代に 入る と そ の実 現 へ 向け た 教 育の 役 割 を重 視 し、「 持 続可 能な
開発 の た めの 教 育（ E S D）」の 実 現 と推 進 へ向 け 議 論や 施 策 を展 開 し てき た 。2 0 0 5
年に は「 国連 E S D の 1 0 年」が 始 まり 取組 が 広 がっ た が 、しか し 現 在 ま で 、E S D
の主 流 化 は実 現 し てい な い 。 E S D は 教育 の あ り方 を 見 直し 再 方 向づ け る もの と
され 、 高 等教 育 機 関 は そ の 主要 な 推 進主 体 と され る 。 国内 で は 、政 策 に もと づ
く高 等 教 育 の E S D が広 が る が、 そ れ らを 検 討 する 研 究 は極 め て 限定 的 で ある 。
そこ で 本 稿は 、「 E S D の 1 0 年 」国 内実 施計 画 で 重点 的 取 組事 項 と され た 、大学
院生 を 対 象と す る 国際 環 境 人材 育 成 事業 に 着 目し 、 そ の批 判 的 検討 を 通 じて 、
大学 院 に おけ る E S D の実 質的 な 進 展へ 向け た 可 能性 と 課 題を 明 ら かに す る 。  
 
まず 第 １ 章で 本 稿 の目 的 や 構成 を 概 説し た 後 、第 ２章 で 先行 研 究 を 検 討 し 、E S D
に 求 め ら れ る 特 性 を ８ つ の 観 点 ―学 習 者 の 主 体 的 参 画 、 分 野 横 断 ・ 学 際 性 、 実
際の 体 験 ・経 験 、 現実 的 課 題へ の 取 組、 地 域 への 根 ざ し、 ロ ー カル と グ ロー バ
ル の つ な が り 、 多 様 な 立 場 の 人 々 の 学 び あ い 、 継 続 的 な 学 習 の 機 会 ―か ら 整 理
する 。ま た 、高 等 教育 機 関の E S D に 関す る 国 内外 の 議 論と 動 向 を概 観 し 、 E S D
進展 に は 教育 内 容 ・方 法 の 変革 に く わえ 組 織 ・シ ス テ ムや 諸 活 動を 含 む 機関 全
体の 変 革 が必 要 だ が現 実 に はそ れ が 広が っ て いな い こ と 、 実 践 の検 証 が 求め ら
れる こ と を 確 認 す る。 ま た 、特 に 大 学院 の E S D の意 義 と課 題 を 整理 す る 。  
 
第 ３ 章 で は 、 全 学 的 波 及 ・ 継 続 や 上 記 「 E S D に 求 め ら れ る 特 性 」 の 観 点 か ら 、
対象 事 例 の文 部 科 学省 「 戦 略的 環 境 リー ダ ー 育成 拠 点 形成 事 業 」 に お け る１ ７
採択 大 学 の実 践 を 横断 的 に 検討 す る 。そ の 結 果 、 取 組 の学 内 的 波及 は 限 定的 で
組織 形 態 や権 限 、 予算 等 の 問題 が あ るこ と 、 既存 学 位 課程 へ の 影響 も 限 定的 だ
が学 位 論 文指 導 に おけ る 変 革の 試 み がみ ら れ るこ と な どを 確 認 する 。 ま た、 専
門教 育 と 研究 を 主 眼と す る 学位 課 程 と、 学 際 的教 育 と 現場 体 験 を重 視 す るプ ロ
グラ ム の 連携 、「 現 在学 ぶ 地 域」と「 修 了後 働 く 地 域 」に根 ざす 視 点、国 内 外学
生の 学 び あい 、継続 的学 習 機 会 の 提 供 とい っ た 点か ら 可 能性 と 課 題を 確 認 する 。
これ ら を 考察 し 、大学 院 の E S D 進 展 の鍵 と し て「 関係 者の 理 解 共有 」「 既 存学
位課 程 の 変革 」 「 『地 域 』 の多 様 性 と関 連 性 への 認 識 」「 分 野 と国 境 を 越え た
学び あ い の促 進 」 を提 示 す る 。  
 
続く 第 ４ 章で は 、 当該 事 業 が重 視 す る「 現 場 体験 」 に 焦点 を 絞 り、 一 実 施大 学
の履 修 生 への 聞 取 りを 通 じ 、現 場 体 験 が大 学 院の E S D を 実現 す る 可能 性 と 課題
に関 す る 具体 的 な 検討 を 行 う 。 先 行 研究 を 踏 まえ 「 現 場『 の た めの 』 教 育」 と
いう 概 念 を提 案 し た上 で 、 学生 の 発 言か ら 、 知識 以 外 の多 様 な 力の 育 成 につ い
て検 討 す る。 そ の 結果 、 「 感情 面 」 にく わ え て「 社 会 面」 の 学 習の 意 義 、体 験
する 「 現 場」 と 自 身が 暮 ら す・ 働 く 「現 場 」 の相 違 性 ・共 通 性 ・関 連 性 に着 目
し学 習 を 実社 会 と して の 現 場に 活 か す視 点 の 重要 性 を 確認 す る。こ れ を踏 まえ 、
大学 院 に お い て 「 現場 の た めの 教 育 」を 推 進 する 対 策 を、 「 『 現場 』 を 『持 続
可能 な 社 会へ 向 け て行 動 す る場 』 と とら え る 視点 」 「 学習 者 に よる 学 習 の意 味
の理 解 と 主体 的 な 参画 」 「 様々 な 感 覚を 通 じ た発 見 」 「体 験 す る『 現 場 』と 自
身の 『 現 場』 の 相 違性 ・ 共 通性 ・ 関 連性 へ の 着目 」 の 観点 か ら 提案 す る 。  
 
第５ 章 で は、 前 章 で論 じ た 「現 場 の ため の 教 育」 を 推 進す る 上 で重 要 と なる 、
「教 育 ・ 学習 を 学 生と 現 場 の 『 文 脈 』に 位 置 づ け る 」 こと の 可 能性 と 課 題に つ
いて 、上記 事 例 の履 修生 に 対 する 聞 取 り時 の 発 言か ら 検 討 す る 。先 行 研 究か ら、
学習 者 や 現場 の 「 文脈 」 に 着目 す る 意義 と 、 文脈 に 根 ざす 「 ロ ーカ ル な 知」 の
認識 を 通 じた u n l e a r n の 重要 性 を 整理 し た上 で 、発 言を 検 討し 、「 現場 の 文 脈 の
中で こ そ 豊か に 実 現す る 学 習が あ り 、そ の 中 では 『 ロ ーカ ル な 知 』 へ の 気づ き
の意 識 化 と共 有 が 重要 な こ と」「 科学 知に も と づく 専 門 教育 と 『 ロー カ ル な知 』
にも と づ く現 場 体 験を 融 合 する 必 要 があ る こ と 」「 将 来 の仕 事 の 現場 に 学 習を 位
置付 け て いく 中 で も『 ロ ー カル な 知 』 に 配 慮 する 必 要 があ り 、 働く 現 場 を『 持
続 可 能 性 へ 向 け て 』 働 く 現 場 と と ら え る 視 点 が 重 要 な こ と 」「 修 了 後 の 継 続 教
育・ 学 習 が必 要 な こと 」「教 育 者 にも 新た な 役 割が 求 め られ る こ と 」 を 論 じる 。 
 
最後 に 、第 ６ 章 で上 記の 議 論 を総 括 し、高等 教 育、特 に 大学 院に お ける E S D の
実質 的 な 進展 へ 向 けて 、 従 来の 組 織 ・研 究 ・ 教育 を 見 直し 、 現 実社 会 や 学習 者
の文 脈 に 根ざ す 「 現場 の た めの 教 育 」と し て の現 場 体 験を 専 門 教育 と 融 合さ せ
つつ 、 「 学ぶ こ と 」と 「 生 きる こ と 」を つ な げる 教 育 を実 現 す るこ と の 重要 性
を確 認 し 、今 後 求 めら れ る 研究 の 視 点を 提 示 する 。  
